医療の国際化が看護に及ぼす影響：都心の私立大学病院における実態調査 by 相内 敦子
研修報告
医療の国際化が看護iに及ぼす影響
一都心の私立大学病院における実態調査一
12階西　○相内敦子
はじめに
　外国人の増加に伴い、大学病院の医療においても現
実に国際化の波が押し寄せており、その影響から逃れ
ることはできない。特に、看護婦は日常業務において
様々な問題に遭遇し、その対応にかなりの時間をとら
れている。外国人医療は、今後複雑化することは必死
である。そこで，今回、医療の国際化における1つの
問題としての、外国人患者の受入れの実態と、その要
因を明らかにし、入院時退院時及び外来受診時、今後
早急に準備されなければならない諸対策の基礎資料と
することを目的に調査を行った。
研究方法
1．対象　看護婦：当院全看護婦844名刀288名（34．1％）
　　　　　　病棟看護婦（内科・外科・産科・救命・
　　　　　　混合）264名、外来看護婦（内科・外科・
　　　　　　産科）24名、回収数281名（98．1％）、有効
　　　　　　回答268名（93．1％）
　　　　　外国人患者：17名（入院患者11名、外来患
　　　　　　者6名）、国籍が日本以外で英語・中国
　　　　　　語・韓国語の通じる人
2．期間　看護婦：平成6年7月27日～8月5日
　　　　　外国人患者：平成6年8月3日～8月31日
3．方法　質問紙調査法
　　調査内容　看護婦：個人の属性、部署の患者背景、
　　　　　　　　入院時の対応、日常業務上の対応
　　　　　外国人患者：個人の属性、来院時状況、入
　　　　　　院時状況、看護婦の対応、診療現場の対
　　　　　　応（英語・中国語・韓国語・日本語の4
　　・　　　種類訳）
平成5年度当院外国人入院患者の概要
1．入院数は、平成5年度114名で新入院患者総数の
1．2％の構成比率である。
2．国籍は、中国、韓国、台湾などアジア系が多く、
外国人入院患者の50％を占あている。
3．年齢層は、20～39歳までが72名で63％を若年層が
占めている。他病院同様、当院においても就労年齢層
の患者が多い。
4．疾病別では、分娩、生殖系が41％を占あている。
また、刺創、熱傷など緊急度・重症度の高い疾病が
4．4％である。
結果
1．外国人患者について
　1．日本語は「日常不自由しない程度は話せる」が
17名中13名（76．5％）、　「挨拶程度の会話はできる」2
名（11．8％）と日常生活に必要な日本語のわかる患者が
多い。
　2．医療保険は、全員が国保及び健保のいずれかに
加入しており、他病院と比べ、在留資格を有し保険加
入者が多いことが、当院の外国人患者の特性として示
唆された。
　3．来院時最も不安だったことは「言葉の障害」
「医療費の問題」　「医療者との人間関係」　「治療に関
すること」の意見を得た。
　4．当院を選択した第一の理由は「住んでいる所か
ら近い」　「知人の紹介」　「地域の医師から紹介」の意
見を得た。
　5．当院に対し良い点は「看護婦の対応が良い」
「信頼できる医師がいる」　「設備が充実」　「交通の便
がよい」の意見を得た。
ll．看護婦について
　1．外国人患者の対応において、98．5％（264名）の
看護婦が何等かの支障を感じている。
　2．対応上の支障は、①「言葉の障害」、②「文化
・習慣の違い」、③「日本人患者との人間関係」であ
り、特に②は、食習慣の違いによる対応に時間をとら
れている。
　3．看護婦の会話力で「不自由ない程度は話せる」
3．7％（10名）、「あいさつ程度は話せる」41．1％（111名）、
「聞いてわかるが話せない」21．3％（57名）、「全く話せ
ない」32．8％（88名）で会話力との関連がみられ、不自
由なく話せる人は、外国人を有意に好印象（明るいイ
メージ）　（P＜0．01）にとらえている。
　4．外国人患者に対し、　「特別な配慮を実際してい
る」16．8％（45名）、　「配慮するよう意識している」
59．3％（159名）、　「特別な配慮はしていない」22．8％
（61名）で、部署との関連がみられ、外国人患者と接
する機会の多い産科病棟に有意に高い。
　5．医療費の説明は主に、①「婦長」28．5％（75名）、
②「医事課」14．8％（39名）、③「医師」13．3％（35名）
が行っている。外国人患者の入室が多い救命病棟は78
％が「婦長」、逆に一般病棟（内科・外科・産科・混
合）では、　「誰が説明しているのかわからない」のは
39．5％と高い。
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